
平成 22 年 1 月 7 日 

財団法人日本国際協力センター 

国際交流部交流事業課 

 

「BIMP-EAGA 人材育成招聘プログラム」 

（the Invitation Programme for Human Resources Development in BIMP-EAGA 

under JENESYS Programme） 

BIMP-EAGA 地域セミナー（中小企業振興の現状等）開催のご案内 
 

拝啓 時下益々ご清祥のこととお喜び申し上げます。 

平素は、当財団に対して格別のご理解・ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。 

この度は、「東アジア青少年大交流計画（JENESYS）」（※１）の一環として、ブルネイ・インドネシ

ア・マレーシア・フィリピンの４カ国（BIMP-EAGA）（※２）の地域経済開発及び中小企業育成支援等に関連する

官民の若手実務者25名（各国地方政府や地方商工会議所の職員等）が、日本の中小企業振興政策を学び、ま

た企業訪問や意見交換等を通じ、当該地域において産業の中心を担う中小企業の向上にむけたヒントを得るこ

とを目的とし来日致します。 

この機会を利用して、BIMP-EAGA地域の産業や中小企業振興の状況を紹介させていただく機会を設け、併

せて、今回の来日を終えて、その成果と中小企業振興へのアクションプランを発表する機会（セミナー）を下記

の通り開催いたしたく存じます。 

皆様におかれましては、ご多忙中誠に恐縮に存じますが、ぜひともこの機会にご参加を賜りますようご案内申

し上げます。一社から複数名のご参加もお待ちしております。この機会にぜひ、BIMP－EAGA地域の魅力に触

れて頂ければ幸甚に存じます。 

ご出席の場合は、別添の返信用紙にて、1月22日（金）までに、事務局宛にFAXまたはEメールにてご返信く

ださい。 

敬 具  

記 

１． 日 時： 平成 22年 1月 29日（金）15:00～17:30 

２． 場 所： ベルサール飯田橋 

  （東京都千代田区飯田橋 3-8-5 住友不動産飯田橋駅前ビル 1・2F ） 

  アクセス：  http://www.bellesalle.co.jp/bs_iidabashi/images/shikihai.html 

３．プログラム：別添のとおり 

 

 

【事務局】財団法人日本国際協力センター 国際交流部交流事業課【担当：井代、中西】 

      〒160‐0023 東京都新宿区西新宿 6丁目 10番 1号 日土地西新宿ビル 20階 

     Tel：03‐5322‐2548 Fax：03‐5322‐2590 e‐mail: nakanishi.yukari@jice.org 

http://www.bellesalle.co.jp/bs_iidabashi/images/shikihai.html
mailto:nakanishi.yukari@jice.org


※１ 

「21 世紀東アジア青少年大交流計画（JENESYS）」 

経緯および目的： 

安倍晋三元首相は 2007 年 1 月に開催された、第 2 回東アジア首脳会議において、大規模な青少年交

流を通じアジアの強固な連帯にしっかりした土台を与えるとの観点から、東アジア首脳会議参加国

（ASEAN 加盟国、オーストラリア、中国、インド、ニュージーランド、韓国）を中心に、今後 5 年間で毎年

6,000 人程度の青少年を日本に招く、350 億円規模の交流計画を実施すると表明した。これに基づき 2007

年、日本政府は「21 世紀東アジア青少年大交流計画」（英文名：JENESYS  Programme）を立ち上げた。

「21 世紀東アジア青少年大交流計画」では青少年の招聘や日本青少年派遣等、様々な形の交流プログラ

ムが関係国や関係機関の協力によって実施されている。このプログラムによって、東アジア首脳会議参加

国の国々で将来、重要な役割を担うであろう次世代の青少年の間で相互理解が深まると期待される。 

ASEAN の枠組みの一部である BIMP‐EAGA に対する本件の人材育成招聘プログラムは、この

JENESYS の一環として行なわれるものである。 

 

※2 

「BIMP‐EAGA（東アセアン成長地域）」 

BIMP とは、対象国であるブルネイ(B)、インドネシア(I)、マレーシア(M)、フィリピン(P)の国名の頭文字を取

っており、EAGA(East  ASEAN  Growth  Area)は「東アジア成長地域」の略称。東南アジア諸国連合

（ASEAN）の枠組みにおいて、BIMP‐EAGA とは、4 カ国の対象地域を共同で開発するために 1994 年に

設立・開始された取り組みであり、ASEANの地域格差是正の一環として位置づけられている。ブルネイ、イ

ンドネシア及びマレーシアの 3 カ国が領有するボルネオ島、並びにフィリピンのミンダナオ島を含む島嶼地

域を、これら 4 カ国が協力し、貿易（運輸）・産業・観光等の分野で、官民合同で開発することを目指してい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【返信先：Fax：03‐5322‐2590 e‐mail: nakanishi.yukari@jice.org】 

 

「BIMP-EAGA 地域中小企業振興の現状セミナー」 

＜参加申込書＞ 
 

日 時： 平成 22年 1月 29日（金）15:00～17:30 

場 所： ベルサール飯田橋 

 

 

貴社名（和文）                                  

   （英文）                                  

お役職（和文）                                  

   （英文）                                  

ご芳名（和文）                                  

   （英文）                                  

 

ご連絡担当者 

お名前：                                      

お役職：                                     

ＴＥＬ：                 ＦＡＸ                 

Email：                                     

■1 月 22 日（金）までにご返信くださいますようお願い申し上げます。 

 


	経緯および目的：

